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〔
共
通
問
題
〕

〔
一
〕　
次
の
文
章
は
、
吉
見
俊
哉
に
よ
る
『
平
成
時
代
』
の
一
部
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
み
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

音
楽
の
世
界
で
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
生
じ
た
こ
の
よ
う
な
社
会
的
な
集
合
性
の
転
換
、
換
言
す
れ
ば
そ
れ
ま
で
の
「
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
＝
受
け
手
」
が
「
オ
ー
デ
ィ

エ
ン
ス
＝
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
」
に
変
身
し
て
い
く
転
換
は
、
人
々
の
よ
り
日
常
的
な
振
る
舞
い
の
変
化
と
し
て
も
現
出
し
て
い
た
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
二
〇
〇
〇

年
代
以
降
の
コ
ス
プ
レ
の
流
行
で
あ
る
。
コ
ス
プ
レ
と
は
、「
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
・
プ
レ
イ
」
を
原
語
と
す
る
ワ
セ
イ
英
語
で
、
主
に
ア
ニ
メ
や
マ
ン
ガ
、
ゲ
ー
ム
等
に
登

場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
扮ふ

ん

装
を
し
て
楽
し
む
こ
と
で
あ
る
。
コ
ス
プ
レ
を
す
る
者
は
、
架
空
の
登
場
人
物
に
自
ら
を
重
ね
、
そ
の
よ
う
な
虚
構
に
な
り
き
る
こ
と
で
存

在
感
を
得
る
。
こ
れ
は
一
種
の
フ
ァ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
な
の
だ
が
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
単
に
自
分
の
外
側
の
「
他
者
」
と
し
て
消
費
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
ら
が
そ

う
し
た
他
者
と
一
体
化
し
、
同
じ
よ
う
な
扮
装
を
し
て
い
る
仲
間
と
お
互
い
に
そ
の
な
り
き
り
方
を
競
っ
た
り
し
て
い
く
こ
と
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

参
加
者
が
競
っ
て
い
く
の
は
、
自
分
の
扮
装
が
ど
れ
だ
け
空
想
上
の
登
場
人
物
に
似
て
い
る
か
で
あ
る
。
コ
ス
プ
レ
仲
間
た
ち
の
間
で
、「「
あ
の
人
は
レ
ベ
ル
が
高

い
」
と
云
え
ば
、
模
倣
の
元
と
な
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
似
せ
る
の
に
成
功
し
て
い
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
参
加
者
の
「
容
姿
や
ス
タ
イ
ル
だ
け

が
重
要
な
の
で
は
な
く
、
細
部
に
ま
で
渡
る
衣
装
や
造
形
の
再
現
度
や
着
こ
な
し
方
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
へ
の
な
り
き
り
度
」
が
重
要
で
、「
部
外
者
や
素
人
に
は
、
ほ
ぼ

判
別
の
つ
か
な
い
独
特
の
シ
ン
ビ
眼
」
に
よ
っ
て
選
別
が
行
わ
れ
て
い
る
（
田
中
東
子
「
コ
ス
プ
レ
と
い
う
文
化
」）。
そ
し
て
、
基
準
の
元
に
な
っ
て
い
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
は
二
次
元
の
架
空
の
存
在
だ
か
ら
、
こ
こ
で
の
「
似
て
い
る
」「
似
て
い
な
い
」
は
、
客
観
的
に
何
か
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
コ
ス
プ
レ
の
参
加
者
た

ち
が
共
同
で
作
り
上
げ
て
い
る
幻
想
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
虚
構
性
が
、
参
加
者
た
ち
の
自
分
た
ち
の
演
じ
る
イ
メ
ー
ジ
へ
の
能
動
的
な
参
加
度
を
さ
ら
に
強
め
も
す

る
の
で
あ
る
。
モ
デ
ル
と
な
る
の
は
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
に
登
場
す
る
無
国
籍
的
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
の
登
場
人
物
な
の
で
、
世
界
の
ど
の
よ
う
な
若
者
で
も
能
動
的

な
参
加
が
容
易
に
な
っ
て
い
る
。

も
と
も
と
こ
の
種
の
文
化
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
広
が
り
始
め
て
お
り
、
そ
の
中
心
的
な
舞
台
と
な
っ
た
の
は
、
マ
ン
ガ
同
人
誌
の
展
示
即
売
会
か
ら
出
発
し
た
コ
ミ

ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
コ
ミ
ケ
）
だ
っ
た
。
当
時
、
コ
ミ
ケ
の
会
場
で
は
、
同
人
誌
仲
間
が
作
品
中
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
扮
装
を
し
て
お
祭
り
気
分
を
盛
り
上
げ
る
動
き
が

あ
っ
た
。
九
〇
年
代
以
降
、
コ
ス
プ
レ
は
一
気
に
大
衆
化
、
全
国
化
し
て
い
く
。
二
〇
一
〇
年
代
ま
で
に
は
全
国
各
地
で
コ
ス
プ
レ
の
イ
ベ
ン
ト
が
月
に
一
〇
〇
以
上
は

催
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
を
一
覧
で
き
る
無
料
ミ
ニ
コ
ミ
誌
も
登
場
し
、
さ
ら
に
コ
ス
プ
レ
の
流
行
は
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
並
行
し

て
世
界
に
広
が
っ
た
。
欧
米
に
は
、
以
前
か
ら
Ｓ
Ｆ
な
ど
の
登
場
人
物
に
扮
す
る
先
行
形
態
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
ア
ニ
メ
・
フ
ァ
ン
の
集
ま
り
な

ど
に
コ
ス
プ
レ
が
浸
透
し
た
。

一
九
九
〇
年
代
以
降
の
コ
ス
プ
レ
の
拡
大
は
、
そ
れ
ま
で
コ
ミ
ケ
の
よ
う
な
特
別
の
空
間
で
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
演
じ
ら
れ
て
い
た
行
為
が
、
そ
の
空
間
的
限
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定
性
を
越
え
、
そ
れ
自
体
を
目
的
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
す
。
た
と
え
ば
コ
ス
プ
レ
を
し
た
者
同
士
の
撮
影
会
や
コ
ス
プ
レ
・
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
、

各
種
の
コ
ス
プ
レ
大
会
が
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
の
同
人
誌
文
化
の
一
部
で
あ
っ
た
コ
ス
プ
レ
は
、
そ
の
母
体
か
ら
独
立
し
、
そ
れ
自
体

が
仮
装
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
性
に
お
い
て
楽
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
こ
の
コ
ス
プ
レ
共
同
体
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
参
加
者
た
ち
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
の
中
心
に
据
え
ら
れ
た
の
が
、
お
互
い
に
写
真
を
撮
る
こ
と
だ
っ
た
。
参
加
者
が
複
数
で
参
加
す
る
こ
と
が
多
い
の
は
、「
二
次
元
世
界
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
衣
装
を

着
て
写
真
を
撮
る
と
い
う
こ
と
が
活
動
の
中
心
的
な
目
的
と
な
る
以
上
、
単
独
で
の
参
加
で
は
撮
影
の
手
が
足
り
な
い
」
か
ら
だ
。
参
加
者
た
ち
は
、
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ

に
登
場
す
る
特
定
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
扮
し
、
し
ば
し
ば
「
さ
ら
に
詳
し
い
場
面
設
定
に
よ
っ
て
、
特
定
の
テ
ー
マ
や
文
脈
の
一
貫
性
を
イ
ジ
し
な
が
ら
」
撮
影
を
重
ね

る
。
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
高
性
能
化
に
よ
っ
て
、
こ
の
写
真
撮
影
の
重
要
性
は
増
大
し
た
。
レ
イ
ヤ
ー
（
コ
ス
プ
レ
す
る
人
）
た
ち
は
容
易
に
自

分
の
扮
装
写
真
を
撮
り
、
そ
う
し
た
写
真
を
加
工
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
浸
透
で
、
レ
イ
ヤ
ー
は
撮
影
・
加
工
し
た
自
分
の
写
真
を
ネ
ッ

ト
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
、
互
い
に
繋つ

な

が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
（
同
書
）。

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
同
様
の
こ
と
が
人
々
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ゼ
ン
パ
ン
で
も
生
じ
て
い
っ
た
。
七
〇
年
代
に
は
ス
ト
リ
ー
ト
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
注
目
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
こ
で
は
流
行
の
尖せ

ん

端た
ん

を
行
く
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
身
に
着
け
る
若
者
た
ち
が
、
自
分
が
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
他
者
の
ま
な
ざ
し
の
前
で
自
分
を
演
じ
て
い
る
こ
と

を
は
っ
き
り
意
識
し
て
い
た
。
当
時
、
こ
の
意
識
の
浮
上
を
支
え
た
の
は
、
ス
ト
リ
ー
ト
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
材
し
、
メ
デ
ィ
ア
上
に
再
現
し
て
い
っ
た
カ
タ
ロ
グ
的

な
雑
誌
文
化
で
あ
る
。
そ
し
て
九
〇
年
代
末
以
降
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
て
い
く
な
か
で
、
ス
ト
リ
ー
ト
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
外
部
か
ら
取
材
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
担
い
手
た
ち
が
自
分
の
写
真
を
ネ
ッ
ト
上
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
増
殖
を
始
め
る
。
ネ
ッ
ト
上
の
イ
メ
ー
ジ
と
都
市
空
間
で
の
自
己
表

現
が
ジ
ュ
ン
カ
ン
的
回
路
を
な
し
な
が
ら
増
殖
し
て
い
く
現
象
が
各
所
に
出
現
し
て
い
く
の
だ
。
こ
の
過
程
で
、
実
際
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
ま
で
も
が
ス
ト

リ
ー
ト
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
影
響
さ
れ
、
流
行
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
く
流
れ
も
生
じ
て
い
っ
た
。

コ
ス
プ
レ
か
ら
ス
ト
リ
ー
ト
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ま
で
の
一
九
七
〇
年
代
に
現
れ
始
め
、
九
〇
年
代
以
降
に
全
国
化
、
日
常
化
し
て
い
く
現
象
は
、「
メ
デ
ィ
ア
の
な
か

の
他
者
」
と
「
都
市
の
な
か
の
自
己
」
が
反
響
し
な
が
ら
融
合
し
て
い
く
現
象
だ
っ
た
。
一
般
に
は
、
ス
タ
ー
や
ア
イ
ド
ル
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
主
人
公
は
、
憧
れ
の
対

象
で
あ
っ
て
も
自
己
で
は
な
く
他
者
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
他
者
の
服
装
や
ス
タ
イ
ル
、
ふ
る
ま
い
の
一
部
を
自
己
表
現
に
引
用
す
る
こ
と
は
昔
か
ら
あ
っ
た
が
、
そ
れ

は
あ
く
ま
で
模
倣
で
あ
り
、「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
に
対
す
る
「
コ
ピ
ー
」
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
関
係
は
九
〇
年
代
ま
で
に
反
転
す
る
。
す
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
以
前

か
ら
、
若
者
た
ち
は
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
音
楽
の
領
域
で
誰
も
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
つ
ま
り
発
信
者
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
し
て
ネ
ッ
ト
社
会
の
拡
大

は
、
こ
の
傾
向
を
決
定
的
に
し
た
。
コ
ス
プ
レ
に
お
い
て
、
若
者
た
ち
は
単
に
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
の
主
人
公
を
模
倣
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
コ
ス
プ
レ
を
演
じ
て
い
る

若
者
た
ち
自
身
が
自
分
を
「
作
品
」
化
し
、
そ
の
制
作
者
、
つ
ま
り
架
空
の
イ
メ
ー
ジ
の
作
り
手
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
こ
で
は
、「
コ
ピ
ー
」
が
も
は
や
「
オ
リ
ジ

ナ
ル
」
な
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
様
々
な
文
化
世
界
で
平
成
時
代
に
生
じ
た
ヘ
ン
ヨ
ウ
の
根
底
に
は
、
テ
レ
ビ
を
基
盤
と
す
る
文
化
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
基
盤
と
す
る
文
化
へ
の
不
可
逆
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的
な
転
換
が
あ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
日
本
で
人
々
の
日
常
世
界
に
は
っ
き
り
姿
を
現
す
の
は
一
九
九
〇
年
代
後
半
の
こ
と
で
、
そ
う
古
い
出
来
事
で
は
な
い
。
た

し
か
に
一
九
八
五
年
、
電
気
通
信
事
業
法
が
施
行
さ
れ
、
電
話
回
線
に
モ
デ
ム
を
接
続
す
る
こ
と
が
合
法
化
さ
れ
た
た
め
、
ア
ス
キ
ー
ネ
ッ
ト
、
日
経
Ｍ
Ｉ
Ｘ
、
Ｐ
Ｃ－

Ｖ
Ａ
Ｎ
、
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｙ－

ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
と
い
っ
た
大
手
の
商
用
パ
ソ
コ
ン
通
信
が
続
々
と
開
設
さ
れ
て
い
た
。
各
地
の
小
規
模
な
パ
ソ
コ
ン
通
信
網
も
、
急
速
に
数
を
増

や
し
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
九
〇
年
代
初
頭
ま
で
、
こ
う
し
た
日
本
各
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
を
越
え
た
結
び
つ
き
を
あ
ま
り
持
た
ず
、
海
外
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
結
も
部
分
的
だ
っ
た
。
平
成
の
始
ま
り
の
頃
ま
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
も
電
子
メ
ー
ル
も
、
少
数
の
知
識
人
や
活
動
家
、
パ
ソ
コ
ン
オ
タ
ク
な
ど
の
重
大

関
心
事
で
は
あ
っ
た
が
、
多
く
の
人
々
は
い
ま
だ
テ
レ
ビ
が
支
配
す
る
世
界
を
生
き
て
い
た
。

し
か
し
、
一
九
九
五
年
発
売
の
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
95
の
爆
発
的
な
売
れ
行
き
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
一
部
の
マ
ニ
ア
の
も
の
で
は
な
く
、
ご
く
普
通
の
人
が
日
常
的

に
使
い
こ
な
す
メ
デ
ィ
ア
に
ヘ
ン
ヨ
ウ
さ
せ
た
。
や
が
て
、
マ
ス
コ
ミ
や
行
政
、
教
育
の
現
場
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
、
数
年
で

ネ
ッ
ト
は
誰
し
も
の
日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
一
九
九
八
年
末
の
時
点
で
一
六
九
四
万
人
（
普
及
率
一
三
・
四
％
）
だ
っ
た
利
用

人
口
は
、
翌
九
九
年
に
は
二
七
〇
六
万
人
（
同
二
一
・
四
％
）、
二
〇
〇
〇
年
に
は
四
七
〇
八
万
人
（
同
三
七
・
一
％
）、
〇
一
年
に
は
五
五
九
三
万
人
（
同
四
四
・
〇
％
）、

〇
二
年
に
は
六
九
四
二
万
人
（
同
五
四
・
五
％
）、
〇
三
年
に
は
七
七
三
〇
万
人
（
同
六
〇
・
六
％
）
と
激
増
し
て
い
き
、
普
及
率
は
二
〇
一
三
年
に
八
〇
％
を
超
え
る

（「
通
信
利
用
動
向
調
査
」）。
つ
ま
り
、
平
成
後
期
の
日
本
は
わ
ず
か
十
数
年
間
で
、
テ
レ
ビ
社
会
か
ら
ネ
ッ
ト
社
会
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
を
遂
げ
た
の
だ
。

こ
の
変
化
を
最
初
に
主
導
し
た
の
は
様
々
な
災
害
支
援
の
活
動
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
九
五
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被
災
地

で
の
救
援
活
動
に
参
加
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
一
部
の
人
々
が
パ
ソ
コ
ン
通
信
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
被
災
者
の
た
め
の
情
報
を
集
め
、
被
災
地
の
情
報
を
全
国
に

伝
え
る
「
情
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
役
割
を
果
た
し
た
。
と
は
い
え
、
当
時
は
ま
だ
ネ
ッ
ト
の
普
及
が
限
定
的
で
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
が
用
い
ら
れ
は
し
た
が
、
情
報
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
被
災
者
の
間
の
意
識
の
ず
れ
や
情
報
格
差
な
ど
、
様
々
な
問
題
も
生
じ
て
い
た
。
そ
の
後
、
日
本
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
決
定

的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
の
は
、
九
七
年
一
月
に
起
き
た
ナ
ホ
ト
カ
号
の
沈
没
に
よ
る
大
量
の
重
油
流
出
事
故
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
こ
の
と
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
急
激
に
私
た
ち
の
生
活
に
身
近
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
日
本
海
沿
岸
に
ヒ
ョ
ウ
チ
ャ
ク
し
た
大
量
の
重
油
を
全
国
か
ら
駆
け
つ
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
手

作
業
で
取
り
除
い
て
い
っ
た
が
、
ネ
ッ
ト
上
で
そ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
申
し
込
み
方
法
や
作
業
日
程
、
活
動
場
所
、
汚
染
情
報
な
ど
が
チ
ク
ジ
伝
え
ら
れ
た
。
さ
ら

に
、
九
九
年
の
茨
城
県
東
海
村
の
核
燃
料
臨
界
事
故
や
二
〇
〇
〇
年
の
有う

珠す

山ざ
ん

噴
火
か
ら
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
ま
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
情
報
提
供
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
組
織
、
被
災
記
録
の
保
存
に
と
っ
て
根
幹
的
な
メ
デ
ィ
ア
と
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
一
九
九
〇
年
代
末
に
な
る
と
、
地
方
の
公
共
事
業
や
開
発
計
画
を
め
ぐ
る
行
政
と
住
民
の
葛
藤
の
な
か
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
は
決
定
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
く
。
九
〇
年
代
末
、
愛
知
県
の
藤
前
干
潟
へ
の
ゴ
ミ
埋
め
立
て
処
分
場
建
設
に
反
対
す
る
運
動
や
、
瀬
戸
市
海
上
の
森
で
の
愛
知
万
博
会
場
建
設
に
対

す
る
自
然
保
護
派
の
運
動
、
徳
島
県
吉
野
川
河か

口こ
う

堰ぜ
き

を
め
ぐ
る
対
立
、
千
葉
県
三さ

ん

番ば
ん

瀬ぜ

の
埋
め
立
て
に
反
対
す
る
運
動
、
長
崎
県
・
有
明
海
の
諫い

さ

早は
や

湾わ
ん

干
拓
事
業
や
島
根

県
中
海
の
干
拓
事
業
へ
の
反
対
な
ど
、
こ
の
時
期
に
起
き
た
諸
々
の
公
共
事
業
を
め
ぐ
る
抗
争
で
ネ
ッ
ト
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
ネ
ッ
ト
は
様
々
な
異
な
る
地
域

（
ｂ
）

（
キ
）

（
ク
）

（
6
）
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や
集
団
、
専
門
や
職
種
の
人
々
が
即
時
に
横
断
的
に
情
報
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
だ
か
ら
何
ら
か
の
公
共
事
業
を
め
ぐ
り
行
政
と
住
民
に
対
立
が
あ
る

場
合
、
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
異
な
る
立
場
の
人
々
が
結
び
つ
い
て
運
動
が
組
織
さ
れ
、
行
政
が
発
表
す
る
情
報
や
マ
ス
コ
ミ
で
流
さ
れ
る
情
報
の
一
面
性
を
批
判
し
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
力
で
独
自
に
情
報
収
集
を
進
め
、
代
替
的
な
プ
ラ
ン
を
提
案
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
当
時
か
ら
ネ
ッ
ト
で
流
れ
る
情
報
に
は
、

不
正
確
な
内
容
や
キ
ョ
ギ
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
実
際
に
現
場
の
動
き
の
カ
チ
ュ
ウ
に
い
る
人
々
や
専
門
家
に
よ
っ
て
批
判
的
に
検
討
さ
れ
る

こ
と
で
、
情
報
の
信
頼
度
に
つ
い
て
一
定
の
精
査
が
な
さ
れ
て
も
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
運
動
の
組
織
化
を
推
進
し
た
の
は
、
従
来
の
社
会
運
動
の
中
核
を
な
し
て
き
た
党
や
組
合
の
よ
う
な
組
織
で
は
な
か
っ
た
。
ネ

ッ
ト
を
通
じ
た
運
動
は
、
緩
や
か
に
結
ば
れ
た
個
人
の
連
帯
を
強
化
し
、
硬
直
化
し
た
大
組
織
を
弱
体
化
さ
せ
る
。
岡
部
一
明
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
は
、
ど
の
よ
う
な
個
人
も
世
界
的
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
り
、
そ
こ
か
ら
大
量
の
情
報
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
一
旦
事
が
あ
れ
ば
、
自
分
自
身
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
直
接
に

世
界
に
流
せ
る
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
そ
れ
は
、
コ
ピ
ー
さ
れ
転
送
さ
れ
、
短
期
間
に
世
界
に
広
が
る
。
ま
る
で
ラ
ジ
オ
局
を
自
分

で
持
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
自
分
の
メ
デ
ィ
ア
の
よ
う
に
動
か
せ
る
」
と
書
い
た
（
岡
部
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市
民
革
命
』）。
今
や
社
会
運
動
は
、
政
党

や
組
合
が
第
一
義
的
な
主
体
で
は
な
く
、
非
組
織
の
人
々
の
流
動
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
展
開
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

ま
さ
に
そ
う
し
た
社
会
運
動
の
例
と
し
て
、
二
〇
一
五
年
夏
、
安
倍
政
権
の
安
全
保
障
関
連
法
案
強
行
採
決
に
反
対
す
る
若
者
た
ち
の
動
き
と
し
て
盛
り
上
っ
た

「
Ｓシ

ー

ル

ズ

Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
（
自
由
と
民
主
主
義
の
た
め
の
学
生
緊
急
行
動
）」
の
活
動
ほ
ど
顕
著
な
も
の
は
な
い
。
中
核
と
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
一
〇
代
後
半
か
ら
二
〇
代
前
半
の

若
者
で
、
所
属
し
て
い
る
大
学
や
組
織
は
様
々
だ
っ
た
。
彼
ら
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
り
、
サ
ウ
ン
ド
デ
モ
や
活
動
記
録
を
ネ
ッ

ト
に
流
し
な
が
ら
全
国
的
な
支
持
を
広
げ
た
。
こ
の
動
き
が
最
も
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
の
は
一
五
年
六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
で
、
時
に
は
一
二
万
人
（
主
催
者
発

表
）
を
超
え
る
学
生
、
親
子
連
れ
、
高
齢
者
ま
で
広
範
な
人
々
が
抗
議
の
声
を
あ
げ
て
国
会
前
に
集
ま
っ
た
。

�

（
吉
見
俊
哉
『
平
成
時
代
』
に
よ
る
。
小
見
出
し
お
よ
び
注
の
一
部
を
省
略
し
た
）

（
注
1
）　

こ
の
よ
う
な
社
会
的
な
集
合
性
の
転
換
…
…
筆
者
は
直
前
の
節
で
音
楽
分
野
に
お
け
る
社
会
的
変
化
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
ケ
）

（
コ
）

（
7
）
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問
一　

傍
線
部
（
ア
）
～
（
コ
）
の
カ
タ
カ
ナ
に
該
当
す
る
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号

は　

1　

～　

10　

。
①　

散
ら
か
っ
た
部
屋
を
セ
イ
リ
す
る

②　

絵
画
作
品
を
セ
イ
サ
ク
す
る

③　

国
内
で
セ
イ
ゾ
ウ
し
て
い
る
商
品

④　

領
収
書
を
セ
イ
キ
ュ
ウ
す
る

⑤　

セ
イ
カ
イ
が
分
ら
な
い

①　

母
は
シ
ン
パ
イ
ば
か
り
し
て
い
る

②　

シ
ン
ジ
ツ
に
迫
る

③　

彼
に
は
確
た
る
シ
ン
ネ
ン
が
あ
る

④　

刑
事
事
件
を
シ
ン
リ
す
る

⑤　

シ
ン
セ
ツ
な
人

①　

後
世
に
残
す
べ
き
イ
サ
ン

②　

イ
シ
ン
を
か
け
た
戦
い

③　

部
下
の
イ
ケ
ン
を
取
り
入
れ
た

④　

資
源
を
海
外
に
イ
ゾ
ン
し
て
い
る

⑤　

新
開
発
の
セ
ン
イ
を
使
っ
た
衣
服

（
ア
）　

ワ
セ
イ

　

1　

（
イ
）　

シ
ン
ビ

　

2　

（
ウ
）　

イ
ジ

　

3　
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①　

シ
ョ
ハ
ン
の
事
情
で
仕
事
を
休
ん
で
い
る

②　

的
確
な
ハ
ン
ダ
ン
を
下
す

③　

広
い
ハ
ン
イ
で
雨
が
降
っ
た

④　

物
資
を
ハ
ン
ニ
ュ
ウ
す
る

⑤　

モ
ク
ハ
ン
で
刷
ら
れ
た
作
品

①　

代
表
と
し
て
シ
ョ
カ
ン
を
述
べ
る

②　

地
球
の
カ
ン
キ
ョ
ウ
が
破
壊
さ
れ
て
い
る

③　

持
ち
物
の
カ
ン
リ
を
徹
底
す
る

④　

事
実
を
丁
寧
に
カ
ン
サ
ツ
す
る

⑤　

利
益
を
労
働
者
に
カ
ン
ゲ
ン
す
る

①　

ケ
イ
ヨ
ウ
し
が
た
い
喜
び

②　

事
務
ヨ
ウ
ヒ
ン
を
注
文
し
た

③　

ヨ
ウ
キ
な
人
柄
が
魅
力
的
だ

④　

ヒ
ツ
ヨ
ウ
な
も
の
だ
け
を
準
備
す
る

⑤　

ヨ
ウ
カ
イ
が
出
る
と
い
わ
れ
て
い
る
学
校

①　

道
路
の
ヒ
ョ
ウ
シ
キ

②　

上
司
か
ら
の
ヒ
ョ
ウ
カ
が
高
い

③　

ヒ
ョ
ウ
メ
ン
が
つ
る
つ
る
し
て
い
る

④　

明
日
は
ト
ウ
ヒ
ョ
ウ
に
行
く
つ
も
り
だ

⑤　

ヒ
ョ
ウ
ハ
ク
剤
を
入
れ
て
洗
濯
す
る

（
エ
）　

ゼ
ン
パ
ン

　

4　

（
オ
）　

ジ
ュ
ン
カ
ン

　

5　

（
カ
）　

ヘ
ン
ヨ
ウ

　

6　

（
キ
）　

ヒ
ョ
ウ
チ
ャ
ク

　

7　
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①　

疲
労
が
チ
ク
セ
キ
し
て
い
る

②　

チ
ク
リ
ン
を
散
歩
し
た

③　

高
層
ビ
ル
を
ケ
ン
チ
ク
し
た

④　

敵
を
ク
チ
ク
す
る

⑤　

犬
は
代
表
的
な
カ
チ
ク
で
す

①　

サ
ギ
の
被
害
に
あ
っ
た

②　

シ
ン
ギ
は
不
明
の
ま
ま
だ

③　

臨
時
の
カ
イ
ギ
を
開
く

④　

尊
い
ギ
セ
イ
の
上
に
平
和
が
あ
る

⑤　

厳
か
な
ギ
シ
キ

①　

き
れ
い
な
ハ
ナ
が
咲
い
た

②　

瀬
戸
内
海
の
ウ
ズ
潮
を
見
に
来
た

③　

ス
ぎ
た
る
は
及
ば
ざ
る
が
ご
と
し

④　

ヒ
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か

⑤　

友
達
の
イ
エ
に
遊
び
に
来
た

（
ク
）　

チ
ク
ジ

　

8　

（
ケ
）　

キ
ョ
ギ

　

9　

（
コ
）　

カ
チ
ュ
ウ

　

10　
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問
二　

傍
線
部
（
1
）「
こ
の
虚
構
性
」
が
具
体
的
に
指
す
内
容
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は�

　

11　

。

①　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
へ
の
扮
装
に
よ
っ
て
模
倣
の
元
と
な
っ
た
二
次
元
の
存
在
と
一
体
化
す
る
と
い
う
こ
と
。

②　

コ
ス
プ
レ
を
通
じ
て
ア
ニ
メ
や
マ
ン
ガ
と
い
っ
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
の
登
場
人
物
に
な
り
き
る
と
い
う
こ
と
。

③　

コ
ス
プ
レ
参
加
者
た
ち
が
空
想
上
の
登
場
人
物
に
つ
い
て
共
同
で
作
り
上
げ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

④　

国
や
地
域
を
問
わ
ず
世
界
の
ど
の
よ
う
な
若
者
で
も
能
動
的
な
参
加
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

⑤　

衣
装
や
造
形
と
い
っ
た
容
姿
だ
け
で
な
く
内
面
的
に
も
物
語
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
体
現
す
る
と
い
う
こ
と
。

問
三　

傍
線
部
（
2
）「
そ
れ
自
体
を
目
的
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
っ
た
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一

つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は　

12　

。

①　

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
コ
ス
プ
レ
と
無
関
係
な
イ
ベ
ン
ト
に
変
化
し
た
と
い
う
こ
と
。

②　

同
人
誌
の
即
売
会
に
付
随
し
た
も
の
で
は
な
く
独
立
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
。

③　

欧
米
の
ア
ニ
メ
・
フ
ァ
ン
に
も
日
本
的
な
コ
ス
プ
レ
の
イ
ベ
ン
ト
が
浸
透
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
。

④　

互
い
に
コ
ス
プ
レ
写
真
を
撮
る
た
め
に
複
数
で
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。

⑤　

コ
ス
プ
レ
の
写
真
を
加
工
し
て
ネ
ッ
ト
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
目
的
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。
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問
四　

傍
線
部
（
3
）「
カ
タ
ロ
グ
的
な
雑
誌
文
化
」
が
果
た
し
て
い
る
役
割
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

解
答
番
号
は　

13　

。

①　

若
者
た
ち
が
自
ら
写
真
を
共
有
す
る
こ
と
で
積
極
的
に
他
者
の
ま
な
ざ
し
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。

②　

若
者
た
ち
が
自
身
の
憧
れ
て
い
る
他
者
に
な
り
き
る
こ
と
で
存
在
感
を
得
る
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。

③　

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
の
登
場
人
物
と
自
分
自
身
を
同
一
視
す
る
こ
と
で
自
己
実
現
が
な
さ
れ
て
い
た
。

④　

詳
し
い
場
面
設
定
に
従
っ
て
自
己
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
文
化
へ
の
帰
属
意
識
が
強
化
さ
れ
て
い
た
。

⑤　

他
者
の
眼
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
自
分
を
演
じ
る
こ
と
を
若
者
た
ち
に
意
識
さ
せ
る
媒
体
と
な
っ
て
い
た
。

問
五　

傍
線
部
（
ａ
）「
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
」・（
ｂ
）「
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な

さ
い
。
解
答
番
号
は
、（
ａ
）
は　

14　

・（
ｂ
）
は　

15　

。

①　

社
会
の
中
の
支
配
的
な
文
化
に
対
し
、
特
定
の
集
団
だ
け
に
見
ら
れ
る
文
化
的
価
値
や
行
動
様
式

②　

新
し
く
現
れ
た
文
化
に
対
し
、
社
会
の
中
で
支
配
的
ま
た
は
伝
統
的
な
文
化
的
価
値
や
行
動
様
式

③　

全
世
代
的
な
文
化
に
対
し
、
あ
る
時
代
の
若
年
層
の
間
で
特
異
的
に
現
れ
る
文
化
的
価
値
や
行
動
様
式

④　

特
定
の
共
同
体
の
文
化
に
対
し
、
あ
る
社
会
集
団
全
体
を
代
表
す
る
よ
う
な
文
化
的
価
値
や
行
動
様
式

⑤　

伝
統
を
重
視
し
た
文
化
に
対
し
、
商
業
や
実
利
を
目
的
と
し
て
形
成
さ
れ
た
文
化
的
価
値
や
行
動
様
式

①　

あ
る
外
的
要
因
に
よ
っ
て
物
事
が
よ
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

②　

そ
れ
ま
で
気
が
付
か
れ
て
い
な
か
っ
た
事
実
が
認
識
さ
れ
る
こ
と

③　

あ
る
時
代
や
集
団
に
お
い
て
支
配
的
な
考
え
が
劇
的
に
変
化
す
る
こ
と

④　

文
化
・
産
業
な
ど
の
社
会
構
造
が
短
期
間
の
う
ち
に
変
わ
る
こ
と

⑤　

国
家
権
力
が
別
の
主
体
に
移
る
こ
と
で
社
会
的
な
変
革
が
起
こ
る
こ
と

（
ａ
）　

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

　

14　

（
ｂ
）　

パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換

　

15　
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問
六　

傍
線
部
（
4
）「「
コ
ピ
ー
」
が
も
は
や
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
な
の
で
あ
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ

選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は　

16　

。

①　

架
空
の
人
物
に
な
り
き
る
こ
と
で
得
て
い
た
満
足
感
が
、
あ
る
が
ま
ま
の
自
分
を
メ
デ
ィ
ア
上
で
さ
ら
け
出
す
こ
と
で
も
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

②　

受
け
手
で
あ
っ
た
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
が
、
憧
れ
の
対
象
で
あ
っ
た
存
在
の
単
な
る
模
倣
か
ら
脱
却
し
自
ら
が
流
行
を
発
信
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

③　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
主
導
し
て
い
た
若
者
文
化
を
若
者
自
身
が
主
導
す
る
こ
と
で
、
雑
誌
や
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
の
価
値
が
著
し
く
低
下
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。

④　

本
来
は
自
己
実
現
の
た
め
で
あ
っ
た
模
倣
が
、
無
意
識
の
う
ち
に
そ
れ
自
体
が
目
的
と
な
っ
て
当
初
の
憧
れ
の
対
象
を
見
失
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。

⑤　

自
分
を
演
じ
る
こ
と
に
対
す
る
意
識
の
変
化
に
よ
っ
て
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
で
あ
っ
た
人
々
が
撮
影
し
た
写
真
な
ど
を
自
ら
公
開
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

問
七　

傍
線
部
（
5
）「
テ
レ
ビ
を
基
盤
と
す
る
文
化
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
基
盤
と
す
る
文
化
へ
の
不
可
逆
的
な
転
換
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し

て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は　

17　

。

①　

一
部
の
マ
ニ
ア
の
も
の
で
あ
っ
た
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
、
ご
く
普
通
の
人
が
日
常
的
に
使
用
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
賞
賛
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。

②　

テ
レ
ビ
な
ど
の
従
来
的
な
メ
デ
ィ
ア
に
加
わ
る
形
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
、
互
い
に
均
衡
を
保
ち
な
が
ら
新
し
い
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
在
り
方
が
見
ら
れ

る
よ
う
な
か
た
ち
に
一
方
向
的
に
変
化
し
た
と
い
う
こ
と
。

③　

パ
ソ
コ
ン
の
登
場
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
社
会
的
な
変
革
を
も
た
ら
し
、
も
は
や
テ
レ
ビ
が
社
会
的
に
機

能
す
る
時
代
は
終
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

④　

パ
ソ
コ
ン
の
普
及
や
災
害
時
の
支
援
活
動
を
契
機
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
テ
レ
ビ
に
か
わ
る
中
心
的
な
メ
デ
ィ
ア
と
な
り
、
元
に
は
戻
ら
な
く
な
っ
た
と

い
う
こ
と
。

⑤　

パ
ソ
コ
ン
通
信
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
災
害
支
援
に
お
け
る
情
報
収
集
の
手
段
と
し
て
評
価
さ
れ
、
そ
の
利
便
性
と
重
要
性
が
改
め
て
決
定
的
に
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。
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問
八　

傍
線
部
（
6
）「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
」
が
持
つ
機
能
に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ

い
。
解
答
番
号
は　

18　

。

①　

現
場
の
人
々
や
専
門
家
に
よ
っ
て
厳
密
な
精
査
が
な
さ
れ
た
情
報
に
誰
も
が
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②　

自
治
体
な
ど
の
権
力
者
に
地
域
住
民
の
要
望
を
直
接
的
に
訴
え
か
け
て
即
座
に
承
認
さ
せ
ら
れ
る
。

③　

異
な
る
社
会
的
な
背
景
を
持
つ
人
々
が
専
門
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
壁
を
越
え
て
即
時
的
に
情
報
を
や
り
と
り
で
き
る
。

④　

行
政
が
発
表
す
る
一
面
的
な
情
報
の
中
に
隠
蔽
さ
れ
た
不
都
合
な
事
実
を
独
自
に
暴
く
こ
と
が
で
き
る
。

⑤　

あ
ら
か
じ
め
選
別
さ
れ
た
大
量
の
情
報
を
元
に
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
の
代
替
案
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

問
九　

傍
線
部
（
7
）「
ま
る
で
ラ
ジ
オ
局
を
自
分
で
持
っ
て
い
る
よ
う
に
」
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選

び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は　

19　

。

①　

緩
や
か
に
結
ば
れ
た
個
人
の
連
帯
を
強
化
し
、
既
成
の
大
組
織
の
問
題
点
を
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。

②　

外
部
の
組
織
や
集
団
の
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
一
方
向
的
に
自
分
の
主
張
を
展
開
で
き
る
と
い
う
こ
と
。

③　

自
分
自
身
の
考
え
に
基
づ
き
、
イ
ン
パ
ク
ト
を
至
上
と
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
世
界
に
広
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。

④　

社
会
運
動
を
担
っ
て
き
た
既
成
の
組
織
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
由
に
自
分
自
身
の
考
え
を
世
界
に
向
け
て
発
信
で
き
る
と
い
う
こ
と
。

⑤　

自
分
自
身
が
発
信
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
意
見
交
換
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。
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問
十　

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は　

20　

。

①　

二
〇
〇
〇
年
前
後
の
時
期
を
転
換
点
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
と
自
己
表
現
の
在
り
方
に
対
す
る
認
識
に
変
化
が
生
じ
、
従
来
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
だ
っ
た
人
々
が
テ
レ

ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
批
判
的
に
と
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

②　

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
の
在
り
方
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
や
社
会
運
動
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
、
相
互
に
影
響
し
合
い
な
が

ら
変
化
を
遂
げ
て
き
て
い
る
。

③　

一
九
九
〇
年
代
以
降
の
流
行
を
主
導
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
コ
ス
プ
レ
な
ど
の
若
者
文
化
の
担
い
手
は
党
や
組
合
と
い
っ
た
社
会
の
中
核
を
な
し
て
き
た
組

織
の
連
帯
を
強
固
に
し
た
と
言
え
る
。

④　

コ
ス
プ
レ
や
ス
ト
リ
ー
ト
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
若
者
文
化
の
在
り
方
は
常
に
変
化
を
続
け
て
お
り
、
現
在
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
背
景
を
持
つ
人
々
の

間
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

⑤　

近
年
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
ル
チ
ャ
ー
や
メ
デ
ィ
ア
文
化
は
社
会
運
動
と
連
携
し
な
が
ら
急
速
に
進
展
し
て
お
り
、
社
会
に
大
き
な
潮
流
を
創
り
出
す
若
者
文

化
の
動
向
を
今
後
も
注
視
す
べ
き
で
あ
る
。
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〔
選
択
問
題
〕〈
現
代
文
〉
か
〈
古
文
〉
か
の
、
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て
、
一
方
の
み
を
答
え
な
さ
い
。

〔
二
〕〈
現
代
文
〉

次
の
文
章
は
、「
音お

ん

象し
ょ
う

徴ち
ょ
う

」
と
い
う
、
音
そ
の
も
の
が
特
定
の
イ
メ
ー
ジ
や
意
味
を
伝
え
る
現
象
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
を
読
み
、
後
の

問
い
に
答
え
な
さ
い
。

い
く
つ
か
の
音
象
徴
は
そ
の
身
体
を
基
盤
と
し
た
ア
イ
コ
ン
性
ゆ
え
に
、
日
本
語
と
英
語
の
よ
う
に
系
統
的
に
関
係
の
な
い
言
語
（
の
話
者
）
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ

る
。「
マ
ル
／
ミ
ル
」
の
よ
う
に
母
音
で
大
き
さ
を
写
す
音
象
徴
や
、「
マ
ル
マ
／
タ
ケ
テ
」
の
よ
う
に
子
音
で
形
を
写
す
音
象
徴
は
そ
の
よ
う
な
例
で
あ
っ
た
。
発
音
の

仕
方
で
あ
れ
音
そ
の
も
の
の
特
徴
で
あ
れ
、
対
象
と
の
間
に
明
確
な
類
似
性
が
見
出
せ
る
か
ら
こ
そ
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
で
共
有
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
完
全
に
万
国
共
通
な
音
と
意
味
の
つ
な
が
り
と
い
う
の
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
報
告
が
な
い
。
地
球
上
に
は
６
０
０
０
以
上
も
の
言
語
が
存
在
す
る
。
そ

の
た
め
、
ど
ん
な
に
明
確
な
ア
イ
コ
ン
性
を
持
つ
音
象
徴
に
も
例
外
が
見
つ
か
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
韓
国
語
で
は
「
チ
ャ
グ
ン
ヂ
ャ
グ
ン
」
よ
り
も
「
チ
グ
ン
ヂ
グ
ン
」
と
い
う
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
ほ
う
が
強
く
大
き
く
踏
む
様
子
を
表
す
と
い
う
。
ネ
コ
の
鳴

き
声
に
つ
い
て
も
、
日
本
語
の
「
ニ
ャ
ー
」、
英
語
の
「
ミ
ア
ウm

eow

」、
韓
国
語
の
「
ヤ
オ
ン
」
と
い
う
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
、
鼻
音
（
呼
気
が
鼻
に
抜
け
る
子
音
ｎ
、
ｍ
、

ng
な
ど
）
を
含
ん
で
い
る
な
ど
、
似
て
は
い
る
も
の
の
、
ま
っ
た
く
同
じ
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、「
マ
ル
マ
／
タ
ケ
テ
」
実
験
で
も
、
す
べ
て
の
被
験
者
が
同
じ
回

答
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
で
は
、
音
象
徴
の
多
様
性
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？

音
象
徴
に
言
語
間
で
差
が
生
じ
る
大
き
な
理
由
は
、
音
韻
体
系
の
言
語
差
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
日
本
語
は
s
と
θ
の
区
別
も
æ
と
ʌ
の
区
別
も
し
な
い
の
で
、sad

（
悲
し
い
）
もthud

（
ド
サ
ッ
と
い
う
音
）
も
「
サ
ッ
ド
」
だ
。
ｂ
と
ｖ
も
、
ｌ
と
ｒ
も
区
別
し
な
い
の
で
、belly

もvery

も
「
ベ
リ
ー
」
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

英
語
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
な
ら
詳
細
に
写
し
分
け
ら
れ
る
物
事
を
、
日
本
語
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
は
写
し
分
け
ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
り
う
る
。
た
と
え
ば
、
英
語
の
漫

画
で
使
わ
れ
るbrrr

は
震
え
を
、vrrr

は
車
の
エ
ン
ジ
ン
音
を
写
す
。
日
本
語
で
は
い
ず
れ
も
「
ブ
ル
ル
ル
」
と
音
訳
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
微
妙

な
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
表
し
き
れ
な
い
。

と
は
い
え
、
日
本
語
ば
か
り
が
音
の
区
別
が
大
雑
把
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
日
本
語
で
は
「
カ
／
ガ
」「
タ
／
ダ
」「
サ
／
ザ
」
と
い
っ
た
清
濁
の
区
別

を
体
系
的
に
行
う
。
し
か
し
、
世
界
の
言
語
の
約
30
％
は
清
濁
の
対
立
を
ま
っ
た
く
持
た
な
い
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
ア
イ
ヌ
語
に
は
ｐ
、
ｔ
、
ｋ
、
ｓ
は
あ
る
が
、
ｂ
、

ｄ
、
ｇ
、
ｚ
は
な
い
。
日
本
語
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
は
写
し
分
け
ら
れ
る
「
サ
ラ
サ
ラ
」
と
「
ザ
ラ
ザ
ラ
」
の
よ
う
な
違
い
を
、
ア
イ
ヌ
語
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
は
写
し
分
け

ら
れ
な
い
よ
う
だ
。

こ
の
文
脈
に
お
い
て
日
本
語
の
ハ
行
は
特
筆
に
値
す
る
。
日
本
語
話
者
は
、
当
然
の
よ
う
に
、
ハ
行
が
バ
行
お
よ
び
パ
行
と
三
つ
組
み
の
対
比
関
係
に
あ
る
と
思
っ
て

（
注
1
）

（
注
2
）

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

（
注
3
）

（
注
4
）
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い
る
。
実
際
、
何
か
が
落
ち
る
様
子
を
表
す
「
ハ
ラ
ハ
ラ
」「
バ
ラ
バ
ラ
」「
パ
ラ
パ
ラ
」
や
、
喋し

ゃ
べ

り
方
な
ど
を
表
す
「
ヘ
ラ
ヘ
ラ
」「
ベ
ラ
ベ
ラ
」「
ペ
ラ
ペ
ラ
」、
軽
く

出
か
け
る
さ
ま
を
表
す
「
フ
ラ
リ
」「
ブ
ラ
リ
」「
プ
ラ
リ
」
は
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
表
し
分
け
る
。
目
的
の
な
さ
が
強
い
の
は
「
フ
ラ
リ
」、
の
ん
び
り
楽
し
む
感
じ

が
強
い
の
は
「
ブ
ラ
リ
」、
や
や
い
い
加
減
な
感
じ
が
す
る
の
は
「
プ
ラ
リ
」。

し
か
し
、
音
声
学
的
に
見
て
み
る
と
、
ハ
行
の
ｈ
と
バ
行
の
ｂ
の
関
係
は
、
バ
行
の
ｂ
と
パ
行
の
ｐ
の
関
係
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
ｂ
と
ｐ
は
と
も
に
い
っ
た

ん
唇
が
閉
じ
る
音
で
、
濁
っ
て
い
る
か
濁
っ
て
い
な
い
か
の
違
い
で
あ
る
。
発
音
し
な
が
ら
喉
に
触
れ
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
声
帯
が
震
え
る
か
否
か
（
有
声
か

無
声
か
）
の
違
い
で
あ
る
。
一
方
、
ｈ
は
肺
か
ら
の
呼
気
を
唇
で
堰せ

き
止
め
な
い
で
、
口
の
外
へ
と
出
す
音
で
あ
る
。

日
本
語
に
お
い
て
、
ｈ
が
ｂ
、
ｐ
と
対
立
す
る
こ
と
に
は
歴
史
的
な
背
景
が
あ
る
。
ハ
行
は
か
つ
て
は
パ
行
で
発
音
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
沖
縄
の
一
部
な
ど
に
は

こ
の
発
音
が
今
も
残
っ
て
お
り
、「
花
」
を
「
パ
ナ
」
と
発
音
す
る
。
時
を
経
て
、
唇
を
い
っ
た
ん
閉
じ
る
ｐ
の
発
音
が
弱
ま
り
、
奈
良
時
代
に
は
「
ふ
ぁ
ふ
ぃ
ふ
ふ
ぇ

ふ
ぉ
」
の
子
音
Φ
と
な
っ
た
。
こ
の
子
音
は
唇
を
丸
め
は
す
る
も
の
の
、
閉
じ
る
こ
と
は
な
い
。
さ
ら
に
、
江
戸
時
代
に
は
唇
の
丸
ま
り
が
取
れ
、「
は
ひ
ふ
へ
ほ
」
と

ｈ
の
音
に
な
っ
た
（
た
だ
し
「
ふ
」
は
Φu
の
ま
ま
現
代
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
）。

ハ
行
、
バ
行
、
パ
行
の
三
項
対
立
は
こ
う
し
た
歴
史
的
変
化
の
産
物
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、「
フ
ラ
リ
」「
ブ
ラ
リ
」「
プ
ラ
リ
」
に
お
い
て
、「
フ
」「
ブ
」「
プ
」
の

音
が
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
を
生
み
、
意
味
を
対
立
さ
せ
て
い
る
の
も
、
日
本
語
特
有
の
歴
史
の
産
物
で
あ
り
、
決
し
て
世
界
共
通
で
は
な
い
の
だ
。
実
際
、
英
語

で
は
、「
ビ
ー
プbeep

」
は
電
子
機
器
な
ど
の
ピ
ー
と
い
う
音
を
、「
ピ
ー
プpeep

」
は
小
鳥
な
ど
の
ピ
ー
と
い
う
声
を
表
す
。
い
ず
れ
も
擬
音
語
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
ヒ
ー
プheep

」
と
い
う
語
は
存
在
し
な
い
。
バ
ス
ク
語
で
も
、「
ブ
ル
ン
バ
ト
ゥbulunbatu

」
は
水
が
パ
シ
ャ
ッ
と
跳
ね
る
様
子
を
、「
プ
ル
ン
パ
ト
ゥpulunpatu

」

は
水
に
ド
ボ
ン
と
飛
び
込
む
様
子
を
表
す
が
、「
フ
ル
ン
ハ
ト
ゥhulunhatu

」
と
い
う
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
見
当
た
ら
な
い
。

歴
史
の
産
物
は
タ
行
の
音
象
徴
に
も
見
つ
け
ら
れ
る
。
ヘ
ボ
ン
式
の
ロ
ー
マ
字
で
書
き
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
代
日
本
語
の
タ
行
は
「
た
て
と
ta�

te�

to
」
と
「
ち

chi

」
と
「
つtsu

」
で
異
な
る
子
音
を
用
い
て
い
る
。
い
ず
れ
の
音
も
舌
の
先
の
ほ
う
が
上
顎
に
触
れ
る
が
、
触
れ
る
位
置
は
「
た
て
と
」
の
ｔ
や
「
つ
」
の
ts
よ
り

も
「
ち
」
の
ch
の
ほ
う
が
後
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ts
と
ch
で
は
舌
先
と
上
顎
の
間
に
空
気
の
摩
擦
が
生
じ
る
。
タ
行
は
、
奈
良
時
代
に
は
「
た
て
ぃ
と
ぅ
て
と
ta�

ti�

tu�

te�

to
」
と
い
ず
れ
も
ｔ
で
発
音
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
イ
段
と
ウ
段
で
音
変
化
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
「
ち
」
と
「
つ
」
と
な
っ
た
。

し
か
し
、「
た
」「
ち
」「
つ
」「
て
」「
と
」
に
は
、
同
じ
タ
行
の
成
員
と
し
て
共
通
の
音
象
徴
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、「
カ
タ
カ
タ
」「
コ
ト
コ
ト
」「
カ
チ
カ
チ
」

「
コ
ツ
コ
ツ
」
は
、
い
ず
れ
も
カ
行
音
と
タ
行
音
が
並
ん
だ
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ど
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
も
硬
い
モ
ノ
同
士
の
衝
突
音
を
写
す
。
つ
ま
り
、「
カ
タ

カ
タ
」
と
「
コ
ト
コ
ト
」
の
ｔ
と
、「
カ
チ
カ
チ
」
の
ch
お
よ
び
「
コ
ツ
コ
ツ
」
の
ts
が
、
同
じ
意
味
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
が
日
本
語
な
ら
で
は
の
音
象
徴
で
あ
る
こ
と
は
、
他
言
語
と
比
較
す
れ
ば
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、
英
語
で
「
テ
ィ
タ
ーtitter

」
は
忍
び
笑
い
、「
チ
タ
ーchit-

ter

」
は
鳥
の
さ
え
ず
り
と
い
う
別
々
の
音
を
写
す
。
ｔ
と
ch
が
異
な
る
音
象
徴
的
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
音
象
徴
に
お
け
る
音
の
使
わ
れ
方
、
と
く
に
音
の
対
比
の
さ
れ
方
に
は
、
言
語
の
間
で
多
様
性
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
音
象
徴
が
言
語
現
象
で
あ
る

（
1
）

（
2
）



国― 15

こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
音
象
徴
が
言
語
音
か
ら
生
じ
る
以
上
、
各
言
語
の
音
韻
体
系
に
制
約
さ
れ
て
い
る
の
は
当
然
な
の
だ
。

こ
の
性
質
は
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
音
象
徴
で
は
と
く
に
強
い
可
能
性
が
あ
る
。
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
ど
れ
だ
け
体
系
的
に
発
達
し
て
い
る
か
自
体
が
言
語
に
よ
り
大
き
く
異
な

る
た
め
で
あ
る
。
日
本
語
や
韓
国
語
の
よ
う
に
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
高
度
に
発
達
し
た
言
語
で
は
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
音
象
徴
体
系
も
独
自
に
発
展
し
て
い
る
。
日
本
語
に
お
け

る
ハ
行
、
バ
行
、
パ
行
の
三
項
対
立
は
そ
う
し
た
例
で
あ
る
。（
中
略
）

オ
ノ
マ
ト
ペ
の
音
象
徴
に
は
、「
い
＝
小
さ
い
」
の
よ
う
に
多
く
の
言
語
で
共
通
の
も
の
も
あ
れ
ば
、「
い
＝
大
き
い
」
の
よ
う
に
特
定
の
言
語
に
し
か
見
ら
れ
な
い
も

の
も
あ
る
。
こ
こ
か
ら
予
測
さ
れ
る
の
は
、
母
語
話
者
に
は
自
然
に
思
え
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
、
他
言
語
の
話
者
に
は
共
有
さ
れ
た
り
さ
れ
な
か
っ
た
り
す
る
と
い
う
状
況

で
あ
る
。
ツ
ワ
ナ
語
の
「
ニ
ェ
デ
ィ
」
が
き
ら
め
く
様
子
を
表
す
、
と
い
う
の
は
日
本
語
話
者
に
は
と
っ
さ
に
受
け
入
れ
に
く
い
。

日
本
語
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
つ
い
て
も
、
い
く
つ
か
の
実
験
で
関
連
す
る
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
研
究
で
は
、「
ア
ハ
ハ
」「
フ
フ
フ
」「
ケ
ラ
ケ
ラ
」

「
ク
ス
ク
ス
」
の
よ
う
な
笑
い
声
を
表
す
擬
音
語
と
、「
ブ
ラ
ブ
ラ
」「
ノ
ッ
シ
ノ
ッ
シ
」「
ス
タ
ス
タ
」「
ヨ
ロ
ヨ
ロ
」
の
よ
う
な
歩
き
方
を
表
す
擬
態
語
の
意
味
が
、
日

本
語
を
知
ら
な
い
英
語
話
者
に
ど
の
く
ら
い
推
測
可
能
か
を
調
べ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
ノ
マ
ト
ぺ
に
つ
い
て
、〈
快↔

不
快
〉〈
継
続
的↔

瞬
間
的
〉〈
う
る
さ
い↔

静
か
〉

〈
速
い↔

遅
い
〉〈
男
性
的↔

女
性
的
〉
と
い
っ
た
意
味
尺
度
を
提
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
七
段
階
で
評
定
さ
せ
る
と
い
う
実
験
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、「
ゲ
ラ
ゲ
ラ
」
や
「
ケ
タ
ケ
タ
」
に
見
ら
れ
る
ｅ
の
否
定
的
印
象
や
、「
ウ
フ
フ
」
や
「
ク
ス
ク
ス
」
に
見
ら
れ
る
ｕ
の
女
性
性
や
優
美
さ
に
つ
い
て
は
、

日
本
語
話
者
と
英
語
話
者
の
評
定
が
大
き
く
異
な
っ
た
。
ま
た
「
シ
ャ
ナ
リ
シ
ャ
ナ
リ
」
や
「
カ
ツ
カ
ツ
」
に
見
ら
れ
る
清
音
と
女
性
的
で
か
し
こ
ま
っ
た
歩
き
方
と
の

結
び
つ
き
に
つ
い
て
も
、
英
語
話
者
は
推
測
で
き
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
が
得
ら
れ
た
原
因
は
、
ま
さ
に
音
象
徴
の
言
語
差
で
あ
る
。
日
本
語
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
お
い
て
ｅ
に
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
が
宿
る
の
は
、
こ
の
母
音
を
持

つ
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
他
の
母
音
よ
り
も
か
な
り
少
な
い
た
め
と
さ
れ
る
。
ｕ
や
清
音
が
持
つ
女
性
性
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
笑
い
方
、
歩
き
方
が
上
品
か
と
い
う

よ
う
な
文
化
的
な
事
情
が
関
与
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
シ
ャ
ナ
リ
シ
ャ
ナ
リ
」
は
着
物
姿
、「
カ
ツ
カ
ツ
」
は
ハ
イ
ヒ
ー
ル
と
強
く
結
び
つ
く
た
め
に
女
性
性
を

喚
起
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
音
象
徴
は
日
本
文
化
に
深
く
根
差
し
た
感
覚
で
あ
る
た
め
、
英
語
話
者
が
想
像
で
き
な
か
っ
た
の
は
無
理
も
な
い
。

�

（
今
井
む
つ
み
・
秋
田
喜
美
『
言
語
の
本
質
』
に
よ
る
。
小
見
出
し
お
よ
び
本
文
の
一
部
を
省
略
し
た
）

（
注
1
）��「
マ
ル
／
ミ
ル
」
…
…
ア
メ
リ
カ
の
言
語
学
者
が
行
っ
た
実
験
の
こ
と
。「
マ
ル
」「
ミ
ル
」
と
い
う
新
し
い
語
を
つ
く
り
、
そ
の
語
が
大
小
二
つ
の
机
の
ど
ち
ら
の
名
前
か
を
尋
ね
る

実
験
を
し
た
と
こ
ろ
、
70
％
以
上
の
被
験
者
が
「
マ
ル
」
を
大
き
な
机
の
名
前
と
答
え
た
。

（
注
2
）��「
マ
ル
マ
／
タ
ケ
テ
」
…
…
ド
イ
ツ
の
心
理
学
者
が
行
っ
た
実
験
の
こ
と
。「
マ
ル
マ
」「
タ
ケ
テ
」
と
い
う
新
し
い
語
を
つ
く
り
、
そ
の
語
が
曲
線
的
な
図
形
と
尖
っ
た
図
形
の
ど
ち

ら
の
名
前
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
言
語
の
多
く
の
話
者
が
「
マ
ル
マ
」
を
曲
線
的
な
図
形
の
名
前
と
答
え
た
。

（
注
3
）��

ｓ
と
θ
の
区
別
…
…
「
ｓ
」
は
日
本
語
の
サ
行
の
音
。「
θ
」
は
「
ｓ
」
に
近
い
、
上
の
歯
の
先
に
舌
を
当
て
る
音
。

（
注
5
）

（
3
）
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（
注
4
）
æ
と
ʌ
の
区
別
…
…
「
æ
」
は
日
本
語
の
「
ア
」
と
「
エ
」
の
中
間
の
よ
う
な
音
。「
ʌ
」
は
日
本
語
の
「
ア
」
に
近
い
音
。

（
注
5
）��

オ
ノ
マ
ト
ペ
の
音
象
徴
に
は
…
も
の
も
あ
る
。
…
…
本
文
よ
り
前
の
箇
所
で
、
著
者
は
「
い
」
が
小
さ
い
こ
と
を
表
わ
す
音
象
徴
や
「
い
」
が
大
き
い
こ
と
を
表
わ
す
音
象
徴
に
つ

い
て
触
れ
て
い
る
。
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問
一　

傍
線
部
（
1
）「
ハ
行
、
バ
行
、
パ
行
の
三
項
対
立
は
こ
う
し
た
歴
史
的
変
化
の
産
物
な
の
で
あ
る
。」
に
つ
い
て
、
次
の
小
問
【
1
】
～
【
2
】
に
答
え
な
さ
い
。

【
1
】
日
本
語
に
お
け
る
「
三
項
対
立
」
の
特
徴
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は　

21　

。

①　

ハ
行
、
バ
行
、
パ
行
の
対
応
は
、
ア
イ
ヌ
語
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
は
存
在
し
な
い
た
め
、
ア
イ
ヌ
語
で
は
表
す
こ
と
の
で
き
な
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
が
、
こ
の

三
つ
の
音
は
音
声
的
に
対
等
な
三
つ
組
み
の
対
比
関
係
に
あ
る
。

②　

ハ
行
、
バ
行
、
パ
行
の
対
応
に
つ
い
て
、
日
本
語
話
者
は
三
つ
組
み
の
対
比
関
係
を
当
然
の
も
の
と
思
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
世
界
の
約
30
％
の
言
語
に
は
存

在
し
な
い
、
日
本
語
に
と
く
に
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
。

③　

日
本
語
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
お
い
て
、
ｈ
は
目
的
の
な
さ
、
ｂ
は
の
ん
び
り
楽
し
む
感
じ
、
ｐ
は
や
や
い
い
加
減
な
感
じ
を
一
般
的
に
表
す
と
い
う
対
応
関
係
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
音
に
は
異
な
る
音
象
徴
が
あ
る
と
い
え
る
。

④　

ｂ
と
ｐ
は
と
も
に
い
っ
た
ん
唇
が
閉
じ
る
音
だ
が
、
ｈ
は
肺
か
ら
の
呼
吸
を
唇
で
堰
き
止
め
な
い
で
口
の
外
へ
と
出
す
音
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
発
声
方
法
の

違
い
が
要
因
と
な
っ
て
、
三
つ
の
音
象
徴
の
違
い
を
生
み
出
し
て
い
る
。

⑤　

バ
行
、
パ
行
に
は
有
声
・
無
声
と
い
う
音
声
的
対
応
が
あ
り
、
こ
れ
は
多
く
の
言
語
に
見
ら
れ
る
対
応
で
あ
る
一
方
、
日
本
語
に
は
ハ
行
も
音
象
徴
の
対
応
が

あ
り
、
音
声
上
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。
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【
2
】「
歴
史
的
変
化
」
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は　

22　

。

①　

も
と
も
と
ハ
行
は
パ
行
と
し
て
発
音
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
次
第
に
「
ふ
ぁ
ふ
ぃ
ふ
ふ
ぇ
ふ
ぉ
」
の
子
音
に
な
り
、
さ
ら
に
唇
の
丸
ま
り
も
な
く
な
っ
た
た

め
、
最
終
的
に
現
在
の
ハ
行
の
音
に
な
っ
た
。

②　

沖
縄
の
一
部
で
は
今
も
「
花
」
を
「
パ
ナ
」
と
発
音
す
る
よ
う
に
、
昔
か
ら
ｂ
と
ｐ
の
音
が
対
応
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
対
応
関
係
か
ら
徐
々
に
ｈ
の
音
の
対

応
関
係
も
生
ま
れ
て
き
た
。

③　

日
本
語
で
は
ｐ
の
音
を
、
話
者
の
意
識
と
し
て
は
ｆ
の
音
で
発
音
し
た
た
め
、
次
第
に
「
ふ
ぁ
ふ
ぃ
ふ
ふ
ぇ
ふ
ぉ
」
の
子
音
に
な
り
、
さ
ら
に
唇
の
丸
ま
り
も

取
れ
た
た
め
、
ｈ
の
音
に
変
化
し
た
。

④　

パ
行
の
音
が
「
ふ
ぁ
ふ
ぃ
ふ
ふ
ぇ
ふ
ぉ
」
の
音
に
変
化
し
、
さ
ら
に
す
べ
て
の
音
が
ｈ
の
音
へ
と
変
化
し
た
た
め
に
、
日
本
語
で
は
ｈ
の
音
も
ｂ
や
ｐ
の
音
と

の
対
応
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

⑤　

日
本
語
の
音
の
変
化
に
伴
っ
て
、
ｈ
の
「
フ
ラ
リ
」、
ｂ
の
「
ブ
ラ
リ
」、
ｐ
の
「
プ
ラ
リ
」
と
い
っ
た
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
対
応
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
ｈ
、
ｂ
、
ｐ
の
三
つ
の
音
が
意
味
を
対
立
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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問
二　

傍
線
部
（
2
）「
歴
史
の
産
物
は
タ
行
の
音
象
徴
に
も
見
つ
け
ら
れ
る
。」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
筆
者
が
述
べ
て
い
る
こ
と
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、

次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は　

23　

。

①　

日
本
語
の
タ
行
は
、
奈
良
時
代
に
は
「
た
て
ぃ
と
ぅ
て
と
」
と
発
音
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
音
変
化
が
生
じ
て
「
ち
」「
つ
」
が
生
じ
た
。
こ
の
た
め
、
本

来
ｔ
と
対
応
の
な
い
ch
や
ts
に
も
音
象
徴
の
対
応
が
あ
る
。

②　
「
カ
タ
カ
タ
」「
コ
ト
コ
ト
」「
カ
チ
カ
チ
」「
コ
ツ
コ
ツ
」
は
、
い
ず
れ
も
タ
行
内
の
同
じ
子
音
で
発
音
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
硬
い
モ
ノ
同
士
の
衝
突
を

表
す
と
い
う
共
通
の
音
象
徴
が
生
じ
た
。

③　
「
カ
タ
カ
タ
」「
コ
ト
コ
ト
」「
カ
チ
カ
チ
」「
コ
ツ
コ
ツ
」
の
よ
う
に
、
日
本
語
で
は
ｔ
音
が
硬
い
モ
ノ
同
士
の
衝
突
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
現
象
は
日
本
語
な

ら
で
は
の
音
象
徴
と
し
て
生
じ
た
。

④　

英
語
に
は
日
本
語
の
音
象
徴
と
同
じ
よ
う
に
、「
テ
ィ
タ
ーtitter

」
と
「
チ
タ
ーchitter

」
の
使
い
分
け
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ｔ
と
ch
に
異
な
る
音
象
徴
的

意
味
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

⑤　

音
象
徴
は
言
語
音
か
ら
生
じ
る
以
上
、
各
言
語
の
音
韻
体
系
に
制
約
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
言
語
が
異
な
る
と
ま
っ
た
く
異
な
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
見
ら
れ

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
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問
三　

傍
線
部
（
3
）「
こ
れ
ら
の
結
果
が
得
ら
れ
た
原
因
は
、
ま
さ
に
音
象
徴
の
言
語
差
で
あ
る
。」
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

番
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は　

24　

。

①　
「
ア
ハ
ハ
」「
フ
フ
フ
」「
ケ
ラ
ケ
ラ
」「
ク
ス
ク
ス
」
と
い
っ
た
日
本
語
の
擬
態
語
の
意
味
が
、
日
本
語
を
知
ら
な
い
英
語
話
者
に
ど
の
く
ら
い
推
測
可
能
か
調

べ
た
と
こ
ろ
、
結
論
を
い
う
の
に
十
分
な
結
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

②　
「
ゲ
ラ
ゲ
ラ
」「
ケ
タ
ケ
タ
」「
ウ
フ
フ
」「
ク
ス
ク
ス
」
と
い
っ
た
音
象
徴
は
日
本
文
化
に
深
く
根
差
し
た
感
覚
で
あ
る
た
め
、
ほ
か
の
文
化
に
生
き
る
人
に
は

そ
の
本
質
的
な
意
味
を
理
解
で
き
な
い
。

③　
ｅ
に
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
が
宿
る
の
は
、
こ
の
母
音
を
持
つ
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
ほ
か
の
母
音
に
比
べ
て
か
な
り
少
な
い
た
め
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
も
、
オ

ノ
マ
ト
ペ
は
各
言
語
の
音
声
体
系
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
え
る
。

④　

他
よ
り
少
な
い
ｅ
の
音
が
否
定
的
印
象
、
丸
み
を
帯
び
た
ｕ
の
音
が
女
性
性
や
優
美
さ
、
着
物
に
通
じ
る
清
音
が
女
性
的
で
か
し
こ
ま
っ
た
様
子
を
、
日
本
語

で
は
一
般
的
に
表
す
。

⑤　

ど
の
よ
う
な
音
が
多
い
か
と
い
っ
た
音
声
体
系
や
、
な
に
を
上
品
と
見
な
す
か
と
い
っ
た
文
化
的
事
情
が
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
で
異
な
る
た
め
に
、
あ
る
言
語
の

オ
ノ
マ
ト
ペ
を
異
な
る
母
語
話
者
は
す
ぐ
に
理
解
で
き
な
い
。
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問
四　

波
線
部
「
そ
れ
で
は
、
音
象
徴
の
多
様
性
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
に
つ
い
て
、
次
の
小
問
【
1
】
～
【
2
】
に
答
え
な
さ
い
。

【
1
】
こ
の
問
い
の
答
え
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は　

25　

。

①　

各
言
語
の
音
韻
体
系
は
、
音
の
区
別
を
ど
れ
だ
け
す
る
か
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
に
よ
っ
て
異
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
生
ま
れ
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
総
量
が
変
化

す
る
た
め
、
音
象
徴
に
は
多
様
性
が
生
ま
れ
る
。

②　

そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
は
歴
史
的
変
化
の
産
物
で
あ
り
、
よ
り
長
い
歴
史
を
経
た
言
語
ほ
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
象
徴
が
生
ま
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
生
じ
る
音
象
徴
の

組
み
合
わ
せ
が
変
わ
る
た
め
、
音
象
徴
に
は
多
様
性
が
生
ま
れ
る
。

③　

音
象
徴
の
一
例
と
し
て
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
の
音
韻
体
系
、
歴
史
的
変
遷
、
生
活
か
ら
生
ま
れ
た
文
化
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
各
言
語
で
異
な
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
生
ま
れ
、
音
象
徴
に
は
多
様
性
が
生
ま
れ
る
。

④　

あ
る
言
語
で
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
高
度
に
発
達
し
た
場
合
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
音
象
徴
体
系
も
独
自
に
発
展
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
発
達
し
た
言
語
に
は
新
し
い
音
象

徴
が
生
ま
れ
て
く
る
た
め
、
音
象
徴
に
は
多
様
性
が
生
ま
れ
る
。

⑤　

そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
に
は
そ
れ
ぞ
れ
表
し
や
す
い
こ
と
、
表
し
に
く
い
こ
と
が
あ
り
、
音
象
徴
も
そ
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語

固
有
の
個
性
が
生
ま
れ
る
た
め
、
音
象
徴
に
は
多
様
性
が
生
ま
れ
る
。

【
2
】��

筆
者
が
こ
の
答
え
を
述
べ
る
に
あ
た
っ
て
行
っ
て
い
る
工
夫
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は�

　

26　

。

①　

問
い
か
け
を
多
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
者
が
話
題
に
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

②　

日
本
語
と
他
言
語
を
つ
ね
に
対
比
し
て
書
く
こ
と
で
、
日
本
語
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
特
徴
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。

③　

実
験
の
デ
ー
タ
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
身
へ
の
反
論
に
再
反
論
す
る
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。

④　

複
数
の
適
切
な
例
を
示
す
こ
と
で
、
自
分
の
主
張
の
説
得
力
を
上
げ
て
い
る
。

⑤　

語
の
定
義
を
一
つ
ひ
と
つ
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
者
が
議
論
の
対
象
を
と
ら
え
や
す
く
し
て
い
る
。
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〔
二
〕〈
古
文
〉
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
��　

少
将
は
姫
君
の
女
房
で
あ
る
侍
従
を
介
し
て
姫
君
に
恋
文
を
送
り
つ
づ
け
、
よ
う
や
く
姫
君
か
ら
自
筆
の
返
事
が
返
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
姫
君
は
、
父

中
納
言
の
意
向
に
よ
り
、
帝み
か
ど
の
後
宮
に
入じ
ゅ

内だ
い
す
る
こ
と
に
な
る
。

少
将
は
、
内う

裏ち

参
り
の
こ
と
聞
き
た
ま
ひ
て
、
侍
従
に
会
ひ
て
、「
あ
さ
ま
し
や
。
よ
し
な
き
こ
と
を
思
ひ
初そ

め
て
、
雲く

も

居ゐ

は
る
か
に
聞
き
な
し
た
て
ま
つ
ら
む
こ
と

の
口
惜
し
さ
よ
。
今
は
世
に
あ
る
べ
き
身
と
も
お
ぼ
え
ず
。
深
き
山
に
入
り
は
べ
り
て
、
さ
ま
は
変
は
る
と
も
、
憂
き
言こ

と

の
葉は

の
、
忘
れ
ざ
ら
む
こ
と
の
罪
深
さ
よ
」
と

の
た
ま
へ
ば
、「
ま
こ
と
に
お
ろ
か
な
ら
ず
思
ひ
き
こ
え
た
ま
へ
ど
も
、
い
と
か
た
き
御
心
に
て
」
と
申
せ
ば
、
少
将
、「
い
で
や
、
御
返
り
言こ

と

た
ま
は
り
て
、
こ
の
世
に

て
の
思
ひ
出
に
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
侍
従
、「
こ
の
少
将
、
あ
り
が
た
く
申
さ
せ
た
ま
ふ
に
、
物
越
し
に
て
も
」
な
ど
申
せ
ば
、「
何
ご
と
を
、
み
づ
か
ら
き
こ
ゆ
べ
き
。

そ
こ
に
て
、
取
り
伝
へ
た
ま
へ
か
し
」
と
、「
世
の
つ
つ
ま
し
さ
に
の
み
お
ぼ
ゆ
れ
ば
、
か
や
う
に
お
は
す
る
こ
と
、
心
苦
し
く
」
な
ど
の
た
ま
へ
ば
、
侍
従
立
ち
帰
り
、

こ
の
よ
し
申
せ
ば
、
少
将
こ
と
わ
り
と
お
ぼ
し
て
、
う
ち
な
げ
き
て
か
く
な
む
。

「
雲
の
上
に
た
ち
の
ぼ
り
な
む
鶴
の
子
の
い
と
ど
跡
だ
に
見
え
で
や
み
な
む　
　

…
…
Ａ

御
声
を
な
り
と
も
う
け
た
ま
は
り
て
、
こ
の
世
の
思
ひ
出
に
」
と
な
げ
き
た
ま
ふ
。

こ
の
よ
し
、
侍
従
き
こ
ゆ
れ
ば
、
姫
君
、
か
く
な
む
。

　
　

か
ひ
も
な
き
わ
が
身
と
思
へ
鶴
の
子
の
雲
の
上
に
も
思
ひ
た
た
れ
ず　
　

…
…
Ｂ

「
か
く
の
た
ま
へ
る
」
と
き
こ
ゆ
れ
ば
、
少
将
、「
一
言
葉
の
御
返
事
は
う
れ
し
け
れ
ど
も
、
人
づ
て
な
ら
で
う
け
た
ま
は
ら
ば
、
い
か
に
」
な
ど
と
の
た
ま
へ
ば
、

「
そ
れ
は
い
と
か
た
き
御
こ
と
に
こ
そ
」
と
申
せ
ば
、「
い
か
に
あ
る
べ
き
に
か
、
物
思
ひ
に
沈
み
さ
ぶ
ら
ふ
べ
き
身
に
も
は
べ
ら
ず
」
と
て
、
直な

ほ
し衣
の
袖そ

で

を
顔
に
押
し
あ

て
て
ゐ
た
ま
へ
り
。
侍
従
も
心
苦
し
く
て
、
こ
れ
も
袖
を
し
を
り
け
り
。

ま
た
少
将
殿
、
か
く
な
む
。

　
　

い
か
に
せ
む
逢あ

ふ

坂さ
か

山や
ま

を
知
ら
ぬ
身
は
た
だ
そ
の
道
に
ま
よ
ふ
ば
か
り
ぞ

と
き
こ
え
た
ま
ひ
し
か
ど
も
、
御
返
事
も
な
し
。
暁

あ
か
つ
き

方が
た

に
な
り
け
れ
ば
、
な
げ
き
つ
つ
出い

で
た
ま
ひ
ぬ
。
�

（『
住
吉
物
語
』
に
よ
る
）

（
注
1
）

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
注
2
）

（
注
3
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）
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（
注
1
）
内
裏
参
り
…
…
姫
君
が
入
内
す
る
こ
と
。

（
注
2
）
物
越
し
…
…
御み

簾す

や
几き

帳ち
ょ
う

な
ど
を
挟
み
つ
つ
対
面
す
る
こ
と
を
い
う
。

（
注
3
）
と
、
…
…
「
と
言
い
、
ま
た
、」
の
意
で
下
に
続
く
。
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問
一　

傍
線
部
（
1
）「
よ
し
な
き
こ
と
」、（
3
）「
お
ろ
か
な
ら
ず
思
ひ
」
の
現
代
語
訳
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

解
答
番
号
は
（
1
）
は　

27　

、（
3
）
は　

28　

。

①　

不ふ

憫び
ん

な
こ
と

②　

嫌
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と

③　

善
良
で
は
な
い
こ
と

④　

仕
方
の
な
い
こ
と

⑤　

所
在
な
い
こ
と

①　

愚
直
で
は
な
い
と
思
い

②　

い
い
加
減
で
は
な
く
思
い

③　

並
は
ず
れ
て
尊
く
思
い

④　

こ
ざ
か
し
い
と
思
い

⑤　

甘
え
て
思
い

問
二　

傍
線
部
（
2
）「
の
た
ま
へ
ば
」、（
4
）「
申
せ
ば
」、（
5
）「
の
た
ま
へ
ば
」、（
6
）「
き
こ
ゆ
れ
ば
」
の
主
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ

選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
2
）
は　

29　

、（
4
）
は　

30　

、（
5
）
は　

31　

、（
6
）
は　

32　

。
同
じ
番
号
を
二
回
以
上
用
い

て
よ
い
。

①　

少
将　
　
　
　

②　

侍
従　
　
　
　

③　

姫
君　
　
　
　

④　

帝　
　
　
　

⑤　

姫
君
の
父

（
1
）
よ
し
な
き
こ
と

　

27　

（
3
）
お
ろ
か
な
ら
ず
思
ひ

　

28　
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問
三　

本
文
中
の
和
歌
Ａ
「
雲
の
上
に
…
…
」、
Ｂ
「
か
ひ
も
な
き
…
…
」
の
歌
は
そ
れ
ぞ
れ
何
句
切
れ
の
歌
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番

号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
Ａ
の
歌
は　

33　

、
Ｂ
の
歌
は　

34　

。
同
じ
番
号
を
二
回
用
い
て
よ
い
。

①　

初
句
切
れ　
　
　
　

②　

二
句
切
れ　
　
　
　

③　

三
句
切
れ　
　
　
　

④　

四
句
切
れ　
　
　
　

⑤　

句
切
れ
な
し

問
四　

傍
線
部
（
7
）「
人
づ
て
な
ら
で
う
け
た
ま
は
ら
ば
、
い
か
に
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

番
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は　

35　

。

①　

姫
君
の
返
事
を
直
接
姫
君
の
声
で
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
る
な
ら
ど
れ
ほ
ど
う
れ
し
い
こ
と
か
、
と
い
う
こ
と
。

②　

姫
君
の
直
筆
の
手
紙
を
い
た
だ
け
る
な
ら
ば
ど
れ
ほ
ど
う
れ
し
い
こ
と
か
、
と
い
う
こ
と
。

③　

姫
君
か
ら
直
接
思
い
出
の
品
を
手
渡
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
ど
れ
ほ
ど
う
れ
し
い
こ
と
か
、
と
い
う
こ
と
。

④　

姫
君
に
じ
か
に
会
っ
て
心
の
内
を
申
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
ど
れ
ほ
ど
う
れ
し
い
こ
と
か
、
と
い
う
こ
と
。

⑤　

姫
君
に
こ
れ
ま
で
の
思
い
出
を
直
接
語
っ
て
出
家
で
き
る
な
ら
ど
れ
ほ
ど
う
れ
し
い
こ
と
か
、
と
い
う
こ
と
。

問
五　

傍
線
部
（
8
）「
逢
坂
山
を
知
ら
ぬ
身
」
と
は
こ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一

つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は　

36　

。

①　

旅
に
出
た
こ
と
が
な
い
身
。

②　

深
い
山
に
こ
も
っ
た
こ
と
が
な
い
身
。

③　

思
う
人
と
会
う
こ
と
も
で
き
な
い
身
。

④　

恋
人
と
別
れ
て
し
ま
っ
た
身
。

⑤　

煩
悩
の
絶
え
な
い
身
。


